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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第41期 

第１四半期連結 
累計期間 

第42期 
第１四半期連結 

累計期間 
第41期 

会計期間 

自平成27年 
 ６月１日 
至平成27年 
 ８月31日 

自平成28年 
 ６月１日 
至平成28年 
 ８月31日 

自平成27年 
 ６月１日 
至平成28年 
 ５月31日 

売上高 （千円） 1,819,892 1,800,012 7,466,759 

経常利益 （千円） 227,674 208,325 875,065 

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益 
（千円） 146,943 134,517 596,950 

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 194,111 △38,843 389,455 

純資産額 （千円） 11,591,175 11,521,663 11,673,492 

総資産額 （千円） 14,096,543 13,914,490 14,347,405 

１株当たり四半期（当期）純利益

金額 
（円） 19.50 17.85 79.25 

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額 
（円） － － － 

自己資本比率 （％） 81.9 82.5 81.0 

 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

 当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。又、主要な関係会社における異動もありません。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

又、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

 当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）業績の状況 

当第１四半期連結累計期間における世界経済ですが、米国経済は引き続き堅調に推移し、欧州経済も６月の

英国のＥＵ離脱問題の影響は限定的となり緩やかな回復基調で推移しております。中国経済は新常態に向けた

政策運営等により経済成長は鈍化傾向にあり、新興国経済も資源価格の下落の影響等もあり厳しい状況が継続

しております。わが国経済ですが、企業の設備投資が緩やかな回復基調で推移しておりますが、海外経済の先

行き不透明な情勢や円高による国内企業収益への影響等が懸念されます。 

当社グループにおいては、大学・国立研究開発法人向け研究開発分野は研究開発予算の執行が徐々に進む

中、光学要素部品や光学ユニット製品の需要は横ばいで推移いたしました。民間企業向け研究開発分野及び産

業分野においては、スマートフォンの製造サイクルと連動した国内・アジア地域の携帯端末市場に関連する半

導体・電子部品業界やモバイル用ＦＰＤ業界等においては設備投資に活発な動きが見られ、組込み用の光学要

素部品や光学システム製品の需要は堅調に推移いたしました。米国地域では、バイオ業界や医療業界向け組込

み用光学要素部品の需要は堅調に推移いたしました。又、欧州地域では、大学・官公庁向け研究開発分野を中

心とした光学要素部品の需要は横ばいで推移いたしました。 

このような経営環境の下、当社グループは、光学設計、機械加工、自動制御、電気回路等の中核技術の複

合・融合した製品開発の強化、耐環境性や高安定性等を備えた高付加価値製品の販売促進、ワンストップでの

ソリューション提案の強化、適正な納期・価格・品質によるお客様満足度の最大化に注力いたしました。又、

引き続き生産コストの削減や全般的な経費削減に取り組んでおります。 

その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は18億円（前年同期比1.1％減）、営業利益１億９千６百万

円（前年同期比0.2％増）、経常利益２億８百万円（前年同期比8.5％減）、親会社株主に帰属する四半期純利

益は１億３千４百万円（前年同期比8.5％減）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

① 要素部品事業

当事業においては、国内の大学・国立研究開発法人向け研究開発分野において、研究開発予算の執行が進む

中、需要は横ばいで推移いたしました。民間企業向け研究開発分野及び産業分野の製造・検査装置組込み用に

おいては、国内における研究開発投資や設備投資に回復の動きが見られた結果、需要は堅調に推移いたしまし

た。スマートフォンの製造サイクルと連動した国内・アジア地域の携帯端末市場に関連する半導体・電子部品

業界向けやモバイル用ＦＰＤ業界向けには、レーザ加工機・検査装置組込み用の自動位置決め製品及び光学素

子製品の需要が堅調に推移いたしました。米国地域を中心にバイオ業界、医療業界向けや半導体業界向けの組

込み用の光学素子製品の売上は堅調に推移いたしました。又、欧州地域の研究開発分野及び産業分野向けの光

学素子製品については、売上が横ばいに推移いたしました。 

その結果、セグメント間の内部売上高を含む売上高は15億４千９百万円（前年同期比1.1％増）となり、営業

利益は３億３千万円（前年同期比14.6％増）となりました。 

② システム製品事業

当事業においては、民間企業向け研究開発分野において、国内産業分野における研究開発投資・設備投資に

ついて回復の動きが見られ、需要は堅調に推移いたしました。産業分野においては、国内・アジア地域を中心

に、スマートフォンの製造サイクルと連動した携帯端末市場に関連する半導体業界向けやモバイル用ＦＰＤ業

界向けのレーザ加工機・検査装置組込み用のレンズユニット等の光学ユニット製品の需要は堅調に推移いたし

ました。又、バイオ業界向けは、光学測定・分析装置製品や観察光学系システム製品の引き合いが緩やかなが

ら増加傾向にあります。 

その結果、セグメント間の内部売上高を含む売上高は２億５千１百万円（前年同期比12.9％減）となり、営

業損失は３千４百万円（前年同期は営業利益６百万円）となりました。
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（2）財政状態の分析 

資産、負債及び純資産の状況 

当第１四半期連結会計期間末の財政状態は、前連結会計年度末に比べ以下のとおりとなりました。

（資産） 

 流動資産は、前連結会計年度末に比べて4.5％減少し、76億４千９百万円となりました。これは、現金及び預

金が３億７千５百万円減少し、棚卸資産が３千２百万円増加したことなどによるものです。 

 固定資産は、前連結会計年度末に比べて1.2％減少し、62億６千５百万円となりました。これは、投資有価証

券が２千８百万円増加し、機械装置及び運搬具が４千３百万円、建物及び構築物が３千５百万円それぞれ減少

したことなどによるものです。 

 その結果、資産合計は、前連結会計年度末に比べて3.0％減少し、139億１千４百万円となりました。

（負債） 

 流動負債は、前連結会計年度末に比べて14.8％減少し、15億９百万円となりました。これは、賞与引当金が

８千１百万円増加し、支払手形及び買掛金が１億１百万円、未払法人税等が８千６百万円それぞれ減少したこ

となどによるものです。 

 固定負債は、前連結会計年度末に比べて2.0％減少し、８億８千３百万円となりました。これは、長期借入金

が２千６百万円減少したことなどによるものです。 

 その結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて10.5％減少し、23億９千２百万円となりました。

（純資産） 

 純資産合計は、前連結会計年度末に比べて1.3％減少し、115億２千１百万円となりました。 

  自己資本比率は、82.5％となりました。

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

 当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

又、新たに生じた課題もありません。

（4）研究開発活動

 当第１四半期連結累計期間における当社グループの研究開発活動の金額は、５千６百万円です。 

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 32,000,000

計 32,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成28年８月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年10月14日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 7,811,728 7,811,728

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 7,811,728 7,811,728 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成28年６月１日～

平成28年８月31日
－ 7,811,728 － 2,623,347 － 3,092,112

 

（６）【大株主の状況】

 当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 
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（７）【議決権の状況】

 当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成28年５月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成28年８月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）   普通株式  279,300 － －

完全議決権株式（その他）   普通株式 7,529,700 75,297 －

単元未満株式   普通株式   2,728 －
１単元（100株）未満

の株式

発行済株式総数 7,811,728 － －

総株主の議決権 － 75,297 －

 

②【自己株式等】

平成28年８月31日現在
 

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

シグマ光機株式会社
埼玉県日高市下高

萩新田17-2
279,300 － 279,300 3.57 

計 － 279,300 － 279,300 3.57 

（注）当該株式数は、上記「①発行済株式」の「完全議決権株式（自己株式等）」に含まれております。

（注）「発行済株式総数に対する所有株式数の割合」は、小数点第３位以下を切り捨てて表示しております。

 

２【役員の状況】

 前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。 
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。 

 

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成28年６月１日から平

成28年８月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年６月１日から平成28年８月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。 
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年５月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年８月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,875,198 2,499,504 

受取手形及び売掛金 1,897,027 1,847,391 

電子記録債権 172,414 216,895 

有価証券 672,599 640,379 

商品及び製品 946,472 951,286 

仕掛品 277,336 268,675 

原材料及び貯蔵品 962,718 998,676 

繰延税金資産 123,040 136,035 

その他 85,274 94,345 

貸倒引当金 △4,243 △4,134 

流動資産合計 8,007,838 7,649,055 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 934,438 898,898 

機械装置及び運搬具（純額） 446,370 403,328 

土地 1,321,741 1,321,741 

その他（純額） 135,156 130,220 

有形固定資産合計 2,837,706 2,754,189 

無形固定資産    

その他 173,108 169,857 

無形固定資産合計 173,108 169,857 

投資その他の資産    

投資有価証券 596,962 625,166 

繰延税金資産 150,015 143,927 

投資不動産（純額） 2,049,454 2,038,697 

その他 545,785 546,738 

貸倒引当金 △13,467 △13,142 

投資その他の資産合計 3,328,751 3,341,388 

固定資産合計 6,339,566 6,265,434 

資産合計 14,347,405 13,914,490 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年５月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年８月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 927,586 826,031 

短期借入金 183,000 157,000 

未払法人税等 184,129 97,311 

賞与引当金 6,334 87,725 

役員賞与引当金 13,750 － 

受注損失引当金 6,924 10,086 

その他 450,591 331,042 

流動負債合計 1,772,316 1,509,197 

固定負債    

長期借入金 66,000 40,000 

退職給付に係る負債 624,885 633,090 

その他 210,711 210,538 

固定負債合計 901,597 883,628 

負債合計 2,673,913 2,392,826 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,623,347 2,623,347 

資本剰余金 3,092,154 3,092,154 

利益剰余金 5,914,736 5,936,268 

自己株式 △204,094 △204,094 

株主資本合計 11,426,144 11,447,676 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 101,560 113,180 

為替換算調整勘定 160,511 △21,856 

退職給付に係る調整累計額 △62,500 △60,603 

その他の包括利益累計額合計 199,570 30,719 

非支配株主持分 47,776 43,267 

純資産合計 11,673,492 11,521,663 

負債純資産合計 14,347,405 13,914,490 
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年６月１日 

 至 平成27年８月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年６月１日 
 至 平成28年８月31日) 

売上高 1,819,892 1,800,012 

売上原価 1,090,084 1,102,480 

売上総利益 729,807 697,531 

販売費及び一般管理費 534,039 501,377 

営業利益 195,768 196,153 

営業外収益    

受取利息 3,233 3,185 

受取配当金 54 150 

不動産賃貸料 42,020 24,189 

持分法による投資利益 7,267 12,025 

その他 2,995 5,409 

営業外収益合計 55,572 44,960 

営業外費用    

支払利息 992 545 

不動産賃貸費用 21,508 19,193 

為替差損 522 12,891 

その他 642 157 

営業外費用合計 23,665 32,788 

経常利益 227,674 208,325 

特別損失    

減損損失 ※ 1,103 － 

特別損失合計 1,103 － 

税金等調整前四半期純利益 226,571 208,325 

法人税、住民税及び事業税 102,923 89,059 

法人税等調整額 △25,080 △16,371 

法人税等合計 77,842 72,688 

四半期純利益 148,728 135,636 

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,785 1,119 

親会社株主に帰属する四半期純利益 146,943 134,517 
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年６月１日 

 至 平成27年８月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年６月１日 
 至 平成28年８月31日) 

四半期純利益 148,728 135,636 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 6,125 11,620 

為替換算調整勘定 38,584 △187,997 

退職給付に係る調整額 673 1,896 

その他の包括利益合計 45,382 △174,479 

四半期包括利益 194,111 △38,843 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 191,322 △34,333 

非支配株主に係る四半期包括利益 2,789 △4,509 
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

 保証債務

  連結会社以外の会社等の金融機関からの借入に対し、債務保証を行っております。

前連結会計年度

（平成28年５月31日）

当第１四半期連結会計期間

（平成28年８月31日）

 タックコート㈱ 22,020千円  タックコート㈱ 18,525千円

 シグマ光機共済会 5    

 計 22,025  計 18,525 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※ 減損損失

前第１四半期連結累計期間（自 平成27年６月１日 至 平成27年８月31日）

 当第１四半期連結累計期間において、当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しました。

場所 用途 種類

 埼玉県日高市  システム製品事業生産設備
機械装置及び運搬具、工具、器具

及び備品

 当社グループは、継続的に損益の把握を行っているセグメントを基礎として、又、賃貸用不動産については個々

の物件ごとに資産グループを決定しております。

 上記のシステム製品事業生産設備については収益性が著しく低下したため、帳簿価額を回収可能価額まで減額

し、当該減少額を減損損失（1,103千円）として特別損失に計上しました。その内訳は、次のとおりであります。

 機械装置及び運搬具 355千円

 その他（有形固定資産） 747

 合計 1,103

 なお、システム製品事業生産設備については回収可能価額をゼロとしております。

 

当第１四半期連結累計期間（自 平成28年６月１日 至 平成28年８月31日）

 該当事項はありません。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

   当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

  連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産及び長期前払費用に係る償却費を含む）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成27年６月１日

至 平成27年８月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成28年６月１日
至 平成28年８月31日）

   減価償却費 95,913千円 83,967千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成27年６月１日 至 平成27年８月31日）

  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額 
（千円）

１株当たり 
配当額 
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年７月10日

取締役会
普通株式 112,986 15  平成27年５月31日  平成27年８月７日 利益剰余金

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成28年６月１日 至 平成28年８月31日）

  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額 
（千円）

１株当たり 
配当額 
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年７月８日

取締役会
普通株式 112,985 15  平成28年５月31日  平成28年８月10日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成27年６月１日 至 平成27年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）２ 
合計 

  要素部品事業 
システム製品

事業 
計 

売上高          

外部顧客への売上高 1,532,837 287,054 1,819,892 － 1,819,892 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
38 1,348 1,387 (1,387) － 

計 1,532,876 288,402 1,821,279 (1,387) 1,819,892 

セグメント利益（又は損失） 288,399 6,446 294,845 (99,077) 195,768 

（注）１．セグメント利益（又は損失）は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

   ２．セグメント利益（又は損失）の調整額は、セグメント間取引消去△1,387千円、全社費用

△97,690千円であります。なお、全社費用は各報告セグメントに配分できない管理部門等に

係る費用であります。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失） 

 「システム製品事業」セグメントにおいて、生産設備の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少

額を減損損失として特別損失に計上しました。なお、当該減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期

間においては1,103千円であります。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成28年６月１日 至 平成28年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）２ 
合計 

  要素部品事業 
システム製品

事業 
計 

売上高          

外部顧客への売上高 1,549,402 250,609 1,800,012 － 1,800,012 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
437 698 1,135 (1,135) － 

計 1,549,839 251,307 1,801,147 (1,135) 1,800,012 

セグメント利益（又は損失） 330,595 (34,061) 296,533 (100,379) 196,153 

（注）１．セグメント利益（又は損失）は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

   ２．セグメント利益（又は損失）の調整額は、セグメント間取引消去△1,135千円、全社費用

△99,244千円であります。なお、全社費用は各報告セグメントに配分できない管理部門等に

係る費用であります。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。 
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（１株当たり情報）

 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成27年６月１日
至 平成27年８月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成28年６月１日
至 平成28年８月31日）

１株当たり四半期純利益金額 19円50銭 17円85銭

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円） 
146,943 134,517

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（千円）
146,943 134,517

普通株式の期中平均株式数（千株） 7,532 7,532

（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。

 

２【その他】

平成28年７月８日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

（イ）配当金の総額 112,985千円

（ロ）１株当たりの金額 15円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日 平成28年８月10日

（注）平成28年５月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 該当事項はありません。
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年10月６日

シグマ光機株式会社 

取締役会 御中 

 

有限責任監査法人トーマツ 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

  公認会計士 芝田 雅也  印 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

  公認会計士 松田 道春  印 

 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているシグマ光機株式

会社の平成28年６月１日から平成29年５月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成28年６月１日から平

成28年８月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年６月１日から平成28年８月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠

して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、シグマ光機株式会社及び連結子会社の平成２８年８月３１日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

利害関係

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

 

 （注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

    ２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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１【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

 代表取締役社長である近藤洋介は、当社の第42期第１四半期（自平成28年６月１日 至平成28年８月31日）の四半

期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認しました。

 

２【特記事項】

 特記すべき事項はありません。
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